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(57) Abstract: Provided i s a remote control transmitter for remote controlling a
video display device, comprising a plurality of control keys including a least one
prescribed key and a remote control switch key. The remote control switch key i s a
control key for switching between a remote control of the video display device re

〇 lating to the at least one prescribed key and a remote control of a specified external
apparatus which can supply a video stream to an external input terminal of theCD video display device.

∑ (∑ ) & (57) 要 約 ： 映像 表 示 装 置 を遠 隔 操 作 す るた め の リモ 一 トコ ン ト
ロール送信 機 は、少 な くと も一 つの所 定のキ ー と、遠 隔操作切替CD CD
キ ー と を含 む複 数 の 操 作 キ ー を備 え る。前 記 遠 隔 操 作 切 替 キ ー

(∑ (∑ ) ( ) は、前記 少 な くとも一 つの 所定の キ一 に関 して前 記 映像 表示装置
の 遠 隔 操 作 と前 記 前 記 映像 表 示 装 置 の 外 部 入 力端 子 に映像 ス ト
リーム を供 給す る ことがで きる特 定の外部機 器の遠 隔操 作 を切 リ
替 えるための操作キーで ある。

〇 〇
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明 細 書

発明の名称 ：リモー トコ ン トロール送信機および映像表示装置

技術分野

[0001 ] 本発明は、映像表示装置を遠隔操作するための リモ一 卜コ ン トロール送信

機 および外部か らの映像ス 卜リームを入力する外部入力端子を備え リモ一 卜

コ ン トロ一ル送信機 によって遠隔操作される映像表示装置に関する。

背景技術

[0002] テ レビジ ョン受像機等の映像表示装置は、放送チューナ等の内部回路 によ

つて生成 された映像ス トリー ム に基づ く映像 を表示する機能に加え、通常、

外部か らの映像ス 卜リームを入力する外部入力端子を備え、外部か らの映像

ス トリ一 厶 に基づ く映像 を表示する機能も有 している。映像表示装置の外部

入力端子 と映像ス 卜リームを出力する外部機器の出力端子 とを接続 し、映像

表示装置の 「入力対象」を外部入力に設定することで、外部機器か らの映像

ス 卜リームに基づ く映像 を映像表示装置に表示させることができる。

[0003] 通常、映像表示装置には映像表示装置を遠隔操作するための リモ一 トコン

トロ一ル送信機 （以下、 「映像表示装置 リモ一 卜コン トロール送信機」 とも

いう）が付属 してお り、外部機器には外部機器を遠隔操作するための リモ一

卜コ ン トロール送信機 （以 下、 「外部機器 リモ一 卜コ ン トロール送信機」 と

もいう）が付属 している。

先行技術文献

特許文献

[0004] 特許文献 1 ：特開 2 0 0 5 _ 5 1 3 1 0 号公報

特許文献2 ：特開 2 0 0 8 _ 1 6 6 8 9 8 号公報

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題

[0005] 外部機器の中には、外部機器 リモ一 卜コ ン トロール送信機以外の リモ一 卜

コン トロール送信機か ら送信 される リモー トコン トロ一ル コ一 ドを登録 して



、外部機器 リモ一 卜コン トロール送信機以外の リモ一 卜コン トロール送信機

による遠隔操作を可能とする機能 （以下、 「リモ一 卜コン トロール送信機追

加機能」ともいう）を有するものがある。

[0006] しか しながら、 リモー トコン トロール送信機追加機能を利用 して、映像表

示装置 リモ一 卜コン ト口一ル送信機によつて外部機器を遠隔操作できるよう

にした場合、 リモ一 卜コン トロール送信機追加機能によって外部機器に登録

された リモ一 トコン トロ一ル コ一 ドに対応する映像表示装置 リモ一 卜コン ト

ロール送信機のキーが操作されると、外部機器と映像表示装置の両方が同時

に動作 して しまい、ユーザーが意図 した動作だけでなくユーザーが意図 して

いない動作も実行されて しまうという問題が生 じる。

課題を解決するための手段

[0007] 本発明の一側面に係るリモ一 トコン トロ一ル送信機は、映像表示装置を遠

隔操作するためのリモ一 トコン トロール送信機であって、少なくとも一つの

所定のキ一と、遠隔操作切替キ一とを含む複数の操作キ一を備える。前記遠

隔操作切替キーは、前記少なくとも一つの所定のキーに関 して前記映像表示

装置の遠隔操作と前記前記映像表示装置の外部入力端子に映像ス 卜リームを

供給することができる特定の外部機器の遠隔操作を切 り替えるための操作キ

一である。

[0008] 本発明の他の側面に係るリモ一 トコン トロ一ル送信機は、映像表示装置を

遠隔操作するための リモー トコン トロール送信機であって、少なくとも一つ

の外部機器用キ一を含む複数の操作キ一を備える。前記少なくとも一つの外

部機器用キーは、前記前記映像表示装置の外部入力端子に映像ス 卜リー厶を

供給することができる外部機器のみを遠隔操作するための操作キーである。

[0009] 本発明の更に他の側面に係る映像表示装置は、特定の外部機器が出力する

映像ス トリームを入力するための入力端子と、受信部と、制御部とを備え、

「入力対象」の選択肢として、前記入力端子に対応する選択肢を含む複数の

選択肢を有する。前記受信部は、前記映像表示装置を遠隔操作するためのリ

モ一 卜コン トロール送信機から送信されるリモー トコン トロール信号を受信



して前記 リモ一 トコン トロール信号 に基づ くリモー トコン トロ一ル コ一 ドを

含む信号 を制御部 に伝送する。前記制御部 は、前記 リモ ー トコ ン トロール 送

信機 に設 け られている少な くとも一つの所定のキ一それぞれに対応する各 リ

モ 一 卜コ ン トロール コー ドのいずれかを前記受信部か ら受け取 ると、前記 「

入力対象」を前記入力端子に対応する選択肢 に設定 している場合 には、前記

受信部受け取 った リモ ー トコ ン トロール コ一 ドに応 じた動作命令 を前記特定

の外部機器 に対 して行い、前記 「入力対象」を前記入力端子に対応する選択

肢 に設定 していない場合 には、前記受信部か ら受け取 った リモー トコン ト口

—ル コ一 ドに応 じた動作 を実行する。

発明の効果

[001 0] 本発明によると、映像表示装置 リモ一 卜コン トロール送信機 のみで、映像

表示装置及び外部機器の両方 を、ユーザーが意図 した通 りに遠隔操作するこ

とがで きる。

[001 1] 本発明の意義ない し効果は、以下に示す実施の形態の説明によ り更に明 ら

か とな ろう。ただ し、以下の実施の形態は、あ くまでも、本発明の一つの実

施形態であ って、本発明ない し各構成要件の用語の意義 は、以下の実施の形

態 に記載 されたものに制限されるものではない。

図面の簡単な説明

[001 2] [ 図 1A] 映像表示装置のプロック図である。

[ 図 1B] 映像表示装置 に付属 している リモ ー トコ ン トロール 送信機 のプロック

図である。

[ 図2A] 映像表示装置の正面図である。

[ 図2B] 映像表示装置の右側面図である。

[ 図2C] 映像表示装置の左側面図である。

[ 図2D] 映像表示装置の斜視図である。

[ 図3] 映像表示装置の正面下部 に設 け られている揷入部 を示す図である。

[ 図4]A PP Le TV ( ア ップル社の登録商標）の背面か ら見た場合の斜視図であ

る。



[ 図5]App Le TVのプロック図である。

[ 図6]App Le TVに付属 している リモ一 トコン トロール送信機 の正面図である

[ 図7 ] 本発明の一側面 に係 る リモー トコン トロール送信機 の一例である リモ一

トコン トロール送信機 の正面図である。

[ 図8 ] 映像表示装置の表示画面例 を示す図である。

[ 図9 ] 本発明の他の側面 に係 る リモー トコン トロール送信機 の一例である リモ

— トコン トロール送信機 の正面図である。

発明を実施するための形態

[001 3] 本発明の実施形態 について図面 を参照 して以下に説明する。

[0014] < 第 1 実施形態>

図 1 A は、映像表示装置 1 のプロック図である。映像表示装置 1 は、 イン

タ一ネ ッ 卜接続機能 を有するテ レビジ ョン受像機 であ って、図 1 A に示す通

り、チューナ/ デスクランプラ 1 1 、 D E M U X 回路 1 2 、 A V デ コーダ 1

3 、信号処理回路 1 4 、入力切替回路 1 5 、映像処理回路 1 6 、 スケ一ラ 1

7 、複合回路 1 8 、映像 出力回路 1 9 、デ ィスプ レイ 2 0 、音声処理回路 2

1 、音声出力回路 2 2 、 ス ピーカ 2 3 、 リモー トコ ン トロール 受光器 2 4 、

シ ステ ム コ ン トロー ラ 2 5 、 メモ リ 2 6 、 O S D [On-Screen Di sp lay] ¾

示回路 2 7 、及びインタ一ネ ッ ト処理回路 2 8 な どを備 えている。映像表示

装置 1 には、映像表示装置 1 を遠隔操作するための リモ一 卜コン ト口一ル送

信機 （以下、 「丁 V リモー トコ ン トロール 送信機」 という） 2 9 が付属 して

いる。ユーザ一は、 T V リモー トコン トロール送信機 2 9 を操作することに

よって、映像表示装置 1 を遠隔操作することがで きる。

[001 5] T V リモー トコ ン トロール 送信機 2 9 は、図 1 B に示す通 り、複数の操作

キーか らなる操作キ一群 2 9 A と、 C P U 2 9 B と、赤外線発光素子を含む

送信部 2 9 C とを備 えている。 C P U 2 9 B の内蔵 メモ リには、各操作キ一

と各 リモー トコ ン トロール コ一 ドとの対応関係 を示すデータテ一プルが記憶

されている。操作キ一群 2 9 A は、ユーザ一のキ一操作 に応 じた信号 をC P



U 2 9 B に出力するC P U 2 9 B は、 内蔵 メモ リに記憶 されているデータテ

—プル を参照 して操作キ一群 2 9 A の出力信号 に応 じた リモー トコン ト口一

ル コー ドを送信部 2 9 C に出力する。送信部 2 9 C は、 C P U 2 9 B か ら受

け取 った リモ ー トコ ン トロール コ一 ドに基づいて変調 した赤外線信号 を出力

する。第 1 実施形態 においては、 T V リモ ー トコ ン トロール 送信機 2 9 が本

発明の一側面 に係 る リモー トコン トロール送信機 の一例 とな っている。

[001 6] なお、映像表示装置 1 は、 「入力対象」の選択肢 と して、 「地上デジタル

放送」、 「衛星デジタル放送」、 「H D M I [ Hi gh Def i n i t i on Mu Lt imed i

a Interface] 1 」、 「H D M I 2 」、 および 「H D M I 3 」 を有 している

[001 7] チ ューナ/ デスクランプラ 1 1 は、 アンテナ等か ら伝送 されて きたテ レビ

放送信号 に対 して、現時点で設定されている 「入力対象」及び 「受信 チ ャ ン

ネル」に対応する信号 を抽出する処理 （選局処理）、な らびに、所定の高周

波処理、 スクランブル解除処理、 および復調処理な どを施す。 これ らの処理

によ り得 られた信号は、パケ ッ トと して D E M U X 回路 1 2 に送出される。

なお、 「入力対象」及び 「受信 チ ャ ンネル 」 については、 シ ステ ム コ ン ト口

—ラ 2 5 によって切替可能 とな っている。

[001 8] D E M U X 回路 1 2 は、チューナ/ デスクランプラ 1 1 か ら受取 ったパケ

ッ 卜の復号 を行 う。 ここで当該パケ ッ トは、 D E M U X 回路 1 2 において、

テ レビ番組の内容 を表すM P E G データと付属情報 とに分類 される。 そ して

、映像 ス 卜リームおよび音声ス 卜リームか らなるM P E G データは A V デ コ

—ダ 1 3 へ、付属情報 はシステムコン トローラ 2 5 へ、 それぞれ送出される

。なお、付属情報 は、例 えば現在放送中または将来放送 される予定のテ レビ

番組の案内情報や、放送業者か らのお知 らせ等の情報であ り、テ レビ番組の

コンテ ンツの情報 とともに所定の時間間隔で放送 されるものである。

[001 9] A V デ コーダ 1 3 は、 D E M U X 回路 1 2 か ら受取 ったM P E G データを

映像信号 と音声信号 にデ コー ドし、映像信号および音声信号 を、入力切替回

路 1 5 へ送出する。



[0020] 信号処理回路 1 4 は、現時点で設定されている 「入力対象」に対応する外

部入力信号 （映像ス トリームおよび音声ス トリーム）に基づいて、 コンテン

ッを表す映像信号 と音声信号を取得する。信号処理回路 1 4 は、取得 した映

像信号および音声信号を、入力切替回路 1 5 へ送出する。

[0021 ] 入力切替回路 1 5 は、前段側か ら伝送されてきた映像信号および音声信号

のうち、現時点で設定されている 「入力対象」に対応するものだけを、後段

側の回路に伝送する。

[0022] すなわち入力切替回路 1 5 は、 「地上デジタル放送」または 「衛星デジタ

ル放送」が 「入力対象」に設定されているときは、 A V デコーダ 1 3 か ら伝

送されてきた映像信号および音声信号を、それぞれ映像処理回路 1 6 および

音声処理回路 2 へ伝送する。一方、 「H D M I 1 」、 「H D M I 2 」、 ま

たは 「H D M I 3 」が 「入力対象」に設定されているときは、信号処理回路

4 か ら伝送されてきた映像信号および音声信号を、それぞれ映像処理回路

1 6 および音声処理回路 2 へ伝送する。

[0023] また、映像処理回路 1 6 は、入力切替回路 1 5 か ら受取 った映像信号に対

し、各種の処理を施 してスケ一ラ 1 7 に送出する。映像処理回路 1 6 が行 う

処理には、各種の画質調整の処理 （例えば、 コ ン トラス ト調整、輝度調整、

シャープネス調整など）が含まれている。

[0024] スケ一ラ 1 7 は、システムコン トローラ 2 5 の指示に応 じて、映像処理回

路 1 6 か ら受け取 った映像信号をそのまま複合回路 1 8 に送出する、或いは

、映像が子画面化されて表示されるようにする処理 （子画面化処理）を映像

処理回路 1 6 か ら受け取 った映像信号に施 し、複合回路 1 8 に送出する。

[0025] 複合回路 1 8 は、スケ一ラ 1 7 か ら映像信号を、 0 3 表示回路 2 7 か ら

O S D信号を、インタ一ネッ 卜処理回路 2 8 か らネッ 卜コンテンツの映像信

号をそれぞれ受取 り、 これ らの信号のうちのいずれか一つを映像出力回路 1

9 に送出する、或いは、 これ らの信号のうちの少な くとも二つの表示内容を

複合させた （重ね合わせた）内容を表す表示信号を生成 して映像出力回路 1

9 に送出する。



[0026] 映像出力回路 1 9 は、受取 った表示信号をデ ィスプレイ 2 0 に送出 し、当

該表示信号の内容がデ ィスプレイ 2 0 に表示されるようにする。なお、デ ィ

スプレイ 2 0 は、例えばC R T [Cathode Ray Tube] や液晶デ ィスプレイ

など、種 々のデ ィスプレイが採用され得 る。

[0027] 音声処理回路 2 は、入力切替回路 1 5 か ら受取 った音声信号に対 し、必

要な所定処理 を施 して音声出力回路 2 2 に送出する。音声出力回路 2 2 は、

受取 った音声信号をス ピーカ 2 3 に送出 し、当該音声信号に基づ く音声がス

ピ一力 2 3 か ら出力されるようにする。

[0028] リモー トコ ン トロール 受光器 2 4 は、 T V リモー トコ ン トロール送信機 2

9 か ら送信 される赤外線信号を受信 して リモー トコ ン トロール コ一 ドを含む

電気信号に変換 し、 シ ステ ム コ ン 卜ローラ 2 5 に伝送する。

[0029] システムコン トローラ 2 5 は、映像表示装置 1 に設けられている複数種の

操作キ一 （図 1 A において不図示）や T V リモー トコ ン トロール送信機 2 9

に設けられている複数種の操作キ一に対するュ一ザ一の操作に応 じて、映像

表示装置 1 の各部 を制御する。 メモ リ2 6 は、操作キーとリモー トコン ト口

—ル コ一 ドとの関係 を示すデータテ一プルや各種の O S D表示画面データな

どの情報 を格納 している。

[0030] 0 3 表示回路 2 7 は、 シ ステ ム コ ン トロー ラ 2 5 か らO S D表示画面を

含む O S D制御信号を受取 り、 この制御信号に基づいて O S D信号を生成 し

、複合回路 1 8 に送出する。

[0031 ] インタ一ネッ ト処理回路 2 8 は、インタ一ネッ ト3 0 への接続 を行 う機能

を有 し、インタ一ネッ 卜3 0 を通 じて所定のサーバか らネッ 卜コ ンテ ンツの

提供 を受け、 この ネッ トコ ンテ ンツの映像信号を複合回路 1 8 へ送出 し、ネ

ッ 卜コ ンテ ンツの音声信号を音声出力回路 2 2 へ送出する。

[0032] 図 2 A 、図 2 B 、図 2 C 、及び図 2 D はそれぞれ映像表示装置 1 の正面図

、正面か らみた場合の右側面図、正面か らみた場合の左側面図、及び斜視図

である。なお、図 2 A 、図 2 B 、図 2 C 、及び図 2 D では、映像表示装置 1

の正面下部 にApp Le TV 2 が揷入されている状態を示 している。



[0033] 映像表示装置 1 の正面か らみた場合の右側面下部には、図 2 B に示す通 り

操作部 1 0 1 が設けられている。操作部 1 0 1 には、映像表示装置 1 の電源

O N / 0 F F を切 り替えるための電源スィツチが含まれている。

[0034] 映像表示装置 1 の正面か らみた場合の左側面後部には、図 2 C に示す通 り

端子部 1 0 2 が設けられている。端子部 1 0 2 には、 「入力対象」の選択肢

の一つである 「H D M I 1 」に対応する H D M I 端子 と、 「入力対象」の選

択肢の一つである 「H D M I 2 」に対応する H D M I 端子 と、アンテナ接続

用のアンテナ端子と、インタ一ネッ ト接続用の L A N [Loca l Area Networ

k] 端子 とが含まれている。

[0035] 映像表示装置 1 の正面には、図 2 A および図 2 D に示す通 りデ ィスプレイ

2 0 (図 1 A 参照）の表示画面 1 0 3 と、 リモー トコ ン トロール 受光器 2 4

(図 1 A 参照）の受光面 1 0 4 と、電源ランプ 1 0 5 とが設けられている。

電源ランプ 1 0 5 は、映像表示装置 1 が電源 0 N状態のときに緑色に点灯 し

、映像表示装置 1 がスタンバイ状態のときに赤色に点灯 し、映像表示装置 1

が電源 0 F F 状態のときに消灯する。なお、電源 O N状態またはスタンバイ

状態 と電源 O F F 状態 との切 り替えは、操作部 1 0 1 (図 2 B 参照）に含ま

れている電源スィッチの操作により可能であ り、電源 0 N状態 とスタンバイ

状態 との切 り替えは、 T V リモー トコ ン トロール送信機 2 9 (図 1 A 参照）

に含まれている電源キーの操作により可能である。

[0036] そ して、映像表示装置 1 の正面下部には、図 2 A および図 2 D に示す通 りA

pp Le TV 2 を直接揷入することができる揷入部 1 0 6 が設けられている。図

3 に示す通 り揷入部 1 0 6 は、 「入力対象」の選択肢の一つである 「H D M

I 3 」に対応する H D M I 端子 1 0 7 と、 A C 電源供給端子 1 0 8 とを含ん

でいる。 A C 電源供給端子 1 0 8 は、映像表示装置 1 が電源 コー ドを介 して

商用電源 コンセン トか ら受け取 つた商用電源電圧 （例えば、 日本国内ではA

C 0 0 V 電圧）を外部に出力する端子である。映像表示装置 1 は、上記の

通 り、App Le TV 2 を直接揷入することができる揷入部 1 0 6 を備えているの

で、App Le TV 2 との接続が容易である。



[0037] H D M I 端 子 1 0 7 お よび A C 電 源 供 給 端 子 1 0 8 の 配 置 は、 App Le TV 2

が揷 入 部 1 0 6 に揷 入 され る と、 揷 入 部 1 0 6 の H D M I 端 子 1 0 7 とApp Le

TV の 背 面 に設 け られ て い る H D M しポ 一 卜 2 0 1 ( 図 4 参 照 ） とが接 続

され 、 尚且 つ、 揷 入 部 1 0 6 の A C 電 源 供 給 端 子 1 0 8 とApp Le TV 2 の 背 面

に設 け られ て い る A C 電 源 ポ 一 卜 2 0 2 ( 図 4 参 照 ） とが接 続 され る よ う に

、 設 計 され て い る。 した が って、 App Le TV 2 が揷 入 部 1 0 6 に揷 入 され る と

、 映 像 表 示 装 置 1 とApp Le TV 2 とが H D M I 接 続 され 、 さ らに、 揷 入 部 1 0

6 の A C 電 源 供 給 端 子 1 0 8 とApp Le TV 2 の 背 面 に設 け られ て い る A C 電 源

ポ 一 卜 2 0 2 ( 図 4 参 照 ） とが接 続 され て 映 像 表 示 装 置 1 か らApp Le TV 2 へ

A C 電 源 電 圧 が供 給 され る。

[0038] こ こで、 App Le TV 2 の プ ロ ッ ク図 を 図 5 に示 す。 App Le TV 2 は、 メ イ ン

C P U 3 1 、 サ ブ C P U 3 2 、 モパ イル 端 末 や タ ブ レ ッ ト端 末 や パ ー ソナ ル

コ ン ピュー タや ク ラ ウ ドサ 一 バ な ど と B Luetooth (登 録 商 標 ） や W ί _ F ί (

登 録 商 標 ） な どで 無 線 通 信 を行 う無 線 通 信 部 3 3 、 パ ー ソナ ル コ ン ピュー タ

な ど と有 線 通 信 を行 うイ ー サ ネ ッ 卜通 信 部 3 4 、 イ ー サ ネ ッ 卜ポ 一 卜 2 0 3

、 リモ 一 卜コ ン ト口 一 ル 受 光 器 3 5 、 H D M I 送 信 部 とデ ジ タル 音 声 イ ン タ

— フ ェー ス部 と に よ って構 成 され る映 像 音 声 処 理 回路 3 6 、 H D M しポ 一 卜

2 0 1 、 及 び 光 デ ジ タル 音 声 ポ 一 卜 2 0 4 を備 え て い る。 App Le TV 2 に は、

App Le TV 2 を遠 隔 操 作 す る た め の リモ ー トコ ン トロ ー ル 送 信 機 （以 下 、 「Ap

p Le RemoteJ とい う） 3 7 が 付 属 して い る。 ユ ー ザ 一 は、 App Le Remote 3

7 を操 作 す る こ と に よ って、 映 像 表 示 装 置 1 を遠 隔 操 作 す る こ とが で き る。

[0039] App Le Remote 3 7 に は、 図 6 に示 す 通 り、 選 択 キ 一 （ 「上 」 、 「下 」 、 「

右 」 、 「左 」 、 「ENTER」 ) 、 「メ ニ ュー （MENU) 」 キ 一、 お よび 「再 生/—

時 停 止 」 キ 一 が 設 け られ て い る。

[0040] リ モ ー トコ ン トロ ー ル 受 光 器 3 5 は、 App Le Remote 3 7 か ら送 信 され る赤

外 線 信 号 を受 信 して 電 気 信 号 に変 換 し、 サ ブ C P U 3 2 に伝 送 す る。 サ ブ C

P U 3 2 は、 リモ ー トコ ン トロ ー ル 受 光 器 3 5 か ら受 け取 った 電 気 信 号 に基

づ い て メ イ ン C P U 3 の 動 作 を制 御 す る。



[0041 ] メインC P U 3 1 は、サ ブC P U 3 2 の制御 に従 って、 イーサネ ッ トポ一

卜2 0 3 か ら入力されィ一サネ ッ 卜通信部 3 4 によって受信 された信号、或

いは、無線通信部 3 3 によって受信 された信号 を映像 ス 卜リーム、音声ス 卜

リ一厶、静止画像データな どにデ コ一 ドして映像音声処理回路 3 6 に送出す

る。

[0042] 映像音声処理回路 3 6 は、 メ イ ン C P U 3 1 か ら受け取 った映像 ス トリ一

厶、音声ス トリーム、静止画像データな どを T M D S (Trans i t i on Mi n i mi z

ed Di fferent i a l S i gna いng) 形式で H D IVM ポ一 卜2 0 1 に出力 し、 メイ

ンC P U 3 1 か ら受け取 った音声ス 卜リ一厶を光デジタル音声信号 に変換 し

て光デジタル音声ポー 卜2 0 4 に出力する。

[0043] 続 いて、 H D M I 伝送で用い られる信号線 について説明する。 H D M I 伝

送で用い られる信号線 は、以下の第 1 〜第 5 の信号線である。

[0044] 第 1 の信号線 は、音声 映像データとイ ン フ ォ フ レー ム （音声 映像デ一

夕の フ ォーマ ッ トな どの情報）を T M D S 形式で ソー ス機器 （本実施形態で

はApp Le TV 2 ) か らシンク機器 （本実施形態では映像表示装置 1 ) へ 片方向

で伝送する T M D S データ信号線である。

[0045] 第 2 の信号線 は、主に、 ソー ス機器か らシンク機器への音声 映像データ

の送出開始 タイミングを指示するために使用される H P D (Hot PLug Dete

ct) 信号線である。

[0046] 第 3 の信号線 は、 シンク機器の固有情報 （ベ ンダ名、型番、許容解像度、

H D M I の端子番号な ど）をソー ス機器 に伝送するために使用される D D C

(D i sp lay Data Channe L) 信号線である。 また、 D D C 信号線 は H D C P

( H i gh-bandwi dth Di g i t a l Content Protect i on) ま 止にも使用される。

[0047] 第 4 の信号線 は、 ソー ス機器か らシンク機器 に 5 V 電源電圧 を供給するた

めの D D C 5 V 信号線である。なお、 シンク機器は、 ソース機器か らの 5 V

電源電圧が第 4 の信号線 によって供給 されてか ら、 H D M I 端子の H P D ピ

ンに 5 V の H P D 信号 を出力するハ一 ド構成 とな っている。

[0048] 第 5 の信号線 は、 C E C (Consumer Elect ron i cs Cont r o L) 機能 を実現



するために使用される C E C 信号線である。

[0049] C E C 機能 とは、 ソー ス機器 とシンク機器 との間の双方向制御 を可能 とす

る機能であ り、音声 映像データ出力の規格 と共 に H D M I 規格 に規定され

ている。 C E C 機能 に対応する電子機器 も既 に多数販売されている。 C E C

機能は、 ソース機器 とシンク機器 との間で双方向でのコマ ン ドのや りとりが

可能であるため、 1 対 1 の機器制御、 1 対複数の機器制御のいずれも可能で

ある。 C E C 規格 には、 いろいろな機能が規定されているが、 どの機能 を製

品で実現するかは、 メーカ一に委ね られている。

[0050] 次 に、本発明の一側面 に係 る リモ 一 トコン トロ一ル送信機 の一例である T

V リモー トコン ト口一ル送信機 2 9 の詳細 について図 7 を参照 して説明する

[0051 ] T V リモ ー トコ ン トロール 送信機 2 9 に は、 「電源 （POWER) 」 キ 一、 「入

力切替 （INPUT) 」 キ 一、 「チ ャ ンネル 十」 キ 一、 「チ ャ ンネル —」 キ 一、 「

メニュー （MENU) 」キ一、各数字キ一 （「0 」 ~ 「9 」）、選択キ一 （「上

」、 「下」、 「右」、 「左」、 「ENTER」 ) 、 「インタ一ネ ッ 卜 （NET@) 」キ

― 、 「取消 （RECALい 」キ一、 「イダジ ッ 卜 （EXIT) 」キ一な どが設 け られ

ている。

[0052] 「入力切替」キーは、上述 した 「入力対象」を切替えさせるための操作キ

—である。 「チ ャ ンネル 十」 キ一は、上述 した受信 チ ャ ンネル を昇順 に切替

えさせるための操作キ一であ り、 「チャンネル —」キ一は、受信チャンネル

を降順 に切替えさせるための操作キ一である。 「メニュー」キ一は、テ レビ

ジ ョン受像機 1 の動作モ一 ドを、通常モ一 ドとメニューモ一 ドの間で交互 に

切替えさせるための操作キーである。

[0053] また、 T V リモー トコン トロール送信機 2 9 の下部領域 L R には、共通キ

—に関 して映像表示装置 1 の遠隔操作 とApp Le TV 2 の遠隔操作 を切 り替える

ための操作キ一である 「A P P 」キーが設 け られている。本実施形態では、

「上」キ一、 「下」キ一、 「右」キ一、 「左」キ一、 「ENTER」キ一、 および

「メニュー （MENU) 」キ一を共通キー と している。共通キーの各キーに対応



す る 各 リモ ー トコ ン トロ ー ル コ 一 ドは 、 共 通 キ ー に 関 して 映 像 表 示 装 置 1 の

遠 隔 操 作 に な っ て い る 場 合 と、 共 通 キ ー に 関 して App Le T V 2 の 遠 隔 操 作 に な

つ て い る 場 合 と で 異 な っ て い る。

[0054] 「A P P 」 キ ー が 押 さ れ た 直 後 の 1 回 の 共 通 キ 一 操 作 の み App Le T V 2 の 遠

隔 操 作 に な る よ う に して も よ く、 「A P P 」 キ ー が 押 さ れ る毎 に 共 通 キ ー に

関 して 映 像 表 示 装 置 1 の 遠 隔 操 作 と App Le T V 2 の 遠 隔 操 作 と が 交 互 に切 り替

わ る よ う に して も よ い 。

[0055] 「A P P 」 キ ー が 押 さ れ る毎 に 共 通 キ ー に 関 して 映 像 表 示 装 置 1 の 遠 隔 操

作 と App Le T V 2 の 遠 隔 操 作 と が 交 互 に切 り替 わ る 場 合 は 、 現 時 点 で ど ち らの

遠 隔 操 作 に な っ て い る か を ユ ー ザ 一 に報 知 す る こ と が 望 ま しい 。 報 知 方 法 と

して は 、 例 え ば 、 「A P P 」 キ 一 を 点 灯 可 能 な キ 一 と し、 共 通 キ ー に 関 して

映 像 表 示 装 置 1 の 遠 隔 操 作 に な っ て い る 場 合 は 消 灯 し、 共 通 キ 一 に 関 して App

Le T V 2 の 遠 隔 操 作 に な っ て い る 場 合 は 点 灯 す る よ う に す れ ば よ い 。

[0056] App Le Remo t e 3 7 を 利 用 して App Le T V 2 の メ ニ ュ ー か ら リモ ー トコ ン ト

口 一 ル 送 信 機 追 加 機 能 を 選 択 す る と、 表 示 画 面 1 0 3 が 図 8 に 示 す よ う な 登

録 画 面 に な る の で 、 ュ 一 ザ 一 は 登 録 画 面 上 の 指 示 に従 っ て 、 T V リモ 一 トコ

ン トロ ー ル 送 信 機 2 9 の 下 部 領 域 L R に 設 け られ て い る 「A P P 」 キ 一 を毎

回 ま た は 1 回 の み 押 して か ら 「上 」 キ 一 、 「下 」 キ 一 、 「右 」 キ 一 、 「左 」

キ 一 、 「ENTER」 キ 一 、 お よ び 「メ ニ ュ ー （MENU) 」 キ 一 を順 に押 す よ う に す

る。 これ に よ り、 共 通 キ 一 に 関 して App Le T V 2 の 遠 隔 操 作 に な っ て い る 場 合

の T V リモ ー トコ ン トロ ー ル 送 信 機 2 9 の 「上 」 キ 一 、 「下 」 キ 一 、 「右 」

キ 一 、 「左 」 キ 一 、 「ENTER」 キ 一 、 お よ び 「メ ニ ュ ー （MENU) 」 キ 一 そ れ ぞ

れ に 対 応 す る 各 リモ ー トコ ン トロ ー ル コ ー ドが メ イ ン C P U 3 の 内 蔵 メ モ

リに 記 憶 さ れ る。 した が っ て 、 こ の 登 録 作 業 以 後 は 、 「A P P 」 キ 一 に よ つ

て 共 通 キ 一 に 関 して App Le T V 2 の 遠 隔 操 作 に した 状 態 で T V リモ ー トコ ン ト

ロ ー ル 送 信 機 2 9 の 「上 」 キ 一 、 「下 」 キ 一 、 「右 」 キ 一 、 「左 」 キ 一 、 「E

NTERj キ 一 、 お よ び 「メ ニ ュ ー （MENU) 」 キ 一 を操 作 す る こ と で App Le T V 2

を 遠 隔 操 作 す る こ と が で き る。



[0057] な お、 App Le TV 2 を、 共 通 キ 一 に 関 して App Le TV 2 の 遠 隔 操 作 に な って

い る場 合 の T V リモ ー トコ ン トロー ル 送 信 機 2 9 の 「上 」 キ 一 、 「下 」 キ 一

、 「右 」 キ 一 、 「左 」 キ 一 、 「ENTER」 キ 一 、 お よ び 「メ ニ ュ ー （MENU) 」 キ

— そ れ ぞ れ に対 応 す る各 リモ ー トコ ン トロー ル コ ー ドが メ イ ン C P U 3 の

内 蔵 メ モ リに 予 め 記 憶 さ れ る仕 様 に した 場 合 に は、 上 記 の 登 録 作 業 を省 く こ

とが で き る。

[0058] 本 実 施 形 態 で は、 T V リ モ 一 卜コ ン トロ ー ル 送 信 機 2 9 が 、 共 通 キ 一 に 関

して 映 像 表 示 装 置 1 の 遠 隔 操 作 とApp Le TV 2 の 遠 隔 操 作 を切 り替 え る た め の

操 作 キ 一 で あ る 「A P P 」 キ 一 を備 え て い る の で 、 ユ ー ザ 一 が T V リモ ー ト

コ ン トロ ー ル 送 信 機 2 9 の 共 通 キ 一 を操 作 した と き に、 App Le TV 2 と映 像 表

示 装 置 1 の 両 方 が 同 時 に動 作 して しま い、 ユ ー ザ ー が 意 図 した 動 作 だ け で な

くユ ー ザ 一 が 意 図 して い な い 動 作 も実 行 さ れ て しま う と い う問 題 は 生 じな い

[0059] < 第 2 実 施 形 態 >

上 述 した 第 1 実 施 形 態 と異 な る 点 に つ い て 説 明 し、 第 1 実 施 形 態 と同 一 の

点 に つ い て は 説 明 を省 略 す る。

[0060] 第 2 実 施 形 態 に お い て は、 T V リ モ ー トコ ン トロ ー ル 送 信 機 2 9 が 本 発 明

の 他 の 側 面 に係 る リモ 一 トコ ン トロー ル 送 信 機 の 一 例 とな って い る。

[0061 ] こ こで 、 本 発 明 の 他 の 側 面 に係 る リ モ 一 トコ ン トロ一 ル 送 信 機 の 一 例 で あ

る T V リ モ ー トコ ン トロ ー ル 送 信 機 2 9 の 詳 細 に つ い て 図 9 を参 照 して 説 明

す る。

[0062] ま た 、 T V リ モ ー トコ ン トロ ー ル 送 信 機 2 9 の 下 部 領 域 L R に は、 App Le

TV 2 用 の 選 択 キ 一 （ 「上 」 、 「下 」 、 「右 」 、 「左 」 、 「ENTER」 ) お よ び 「

メ ニ ュ ー （MENU) 」 キ ー が 設 け られ て い る。

[0063] App Le TV 2 用 の 選 択 キ 一 は、 App Le TV 2 が メ ニ ュ ー モ ー ドで あ って 映 像

表 示 装 置 1 の 「入 力 対 象 」 が 「H D M I 3 」 に設 定 さ れ て い る場 合 に表 示 画

面 1 0 3 に表 示 さ れ る App Le TV 2 の メ ニ ュ ー 内 に あ る選 択 肢 間 の 移 動 や 選 択

肢 の 決 定 を行 うた め の 操 作 キ 一 で あ る。 App Le TV 2 用 の 「メ ニ ュ ー （MENU)



」 キ 一 は 、 App Le T V 2 の 動 作 モ ー ドを 、 通 常 モ ー ドと メ ニ ュ ー モ ー ドの 間 で

交 互 に 切 替 え さ せ る た め の 操 作 キ 一 で あ る 。

[0064] App Le Remo t e 3 7 を 利 用 して App Le T V 2 の メ ニ ュ ー か ら リ モ ー トコ ン ト

口 一 ル 送 信 機 追 加 機 能 を 選 択 す る と 、 表 示 画 面 1 0 3 が 図 8 に 示 す よ う な 登

録 画 面 に な る の で 、 ュ 一 ザ 一 は 登 録 画 面 上 の 指 示 に 従 っ て 、 T V リ モ 一 トコ

ン トロ ー ル 送 信 機 2 9 の 下 部 領 域 L R に 設 け ら れ て い る App Le T V 2 用 の 「上

」 キ 一 、 「下 」 キ 一 、 「右 」 キ 一 、 「左 」 キ 一 、 「ENTER」 キ 一 、 お よ び 「メ

ニ ュ ー （MENU) 」 キ 一 を 順 に 押 す よ う に す る 。 こ れ に よ り、 T V リ モ 一 トコ

ン トロ ー ル 送 信 機 2 9 の 下 部 領 域 L R に 設 け ら れ て い る App Le T V 2 用 の 「上

」 キ 一 、 「下 」 キ 一 、 「右 」 キ 一 、 「左 」 キ 一 、 「ENTER」 キ 一 、 お よ び 「メ

ニ ュ ー （MENU) 」 キ 一 そ れ ぞ れ に 対 応 す る 各 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ル コ ー ドが

メ イ ン C P U 3 1 の 内 蔵 メ モ リ に 記 憶 さ れ る 。 した が っ て 、 こ の 登 録 作 業 以

後 は 、 T V リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ル 送 信 機 2 9 の 下 部 領 域 L R に 設 け ら れ て い

る App Le T V 2 用 の 「上 」 キ 一 、 「下 」 キ 一 、 「右 」 キ 一 、 「左 」 キ 一 、 「EN

TERj キ 一 、 お よ び 「メ ニ ュ ー （MENU) 」 キ 一 を 操 作 す る こ と で App Le T V 2

の み を 遠 隔 操 作 す る こ と が で き る 。

[0065] な お 、 App Le T V 2 を 、 T V リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ル 送 信 機 2 9 の 下 部 領 域 L

R に 設 け ら れ て い る App Le T V 2 用 の 「上 」 キ 一 、 「下 」 キ 一 、 「右 」 キ 一 、

「左 」 キ 一 、 「ENTER」 キ 一 、 お よ び 「メ ニ ュ ー （MENU) 」 キ 一 そ れ ぞ れ に 対

応 す る 各 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ル コ ー ドが メ イ ン C P U 3 の 内 蔵 メ モ リ に 予

め 記 憶 さ れ る 仕 様 に した 場 合 に は 、 上 記 の 登 録 作 業 を 省 く こ と が で き る 。

[0066] 本 実 施 形 態 で は 、 T V リ モ 一 卜コ ン ト ロ ー ル 送 信 機 2 9 が 、 映 像 表 示 装 置

1 用 の 「上 」 キ 一 、 「下 」 キ 一 、 「右 」 キ 一 、 「左 」 キ 一 、 「ENTER」 キ 一 、

お よ び 「メ ニ ュ ー （MENU) 」 キ ー と 、 App Le T V 2 用 の 「上 」 キ 一 、 「下 」 キ

― 、 「右 」 キ 一 、 「左 」 キ 一 、 「ENTER」 キ 一 、 お よ び 「メ ニ ュ ー （MENU) 」

キ ー と を 別 々 に 備 え て い る の で 、 ユ ー ザ 一 が T V リ モ ー トコ ン トロ ー ル 送 信

機 2 9 の キ 一 を 操 作 した と き に 、 App Le T V 2 と 映 像 表 示 装 置 1 の 両 方 が 同 時

に 動 作 して し ま い 、 ユ ー ザ ー が 意 図 した 動 作 だ け で な く ユ ー ザ ー が 意 図 して



い な い動 作 も実 行 され て しま う とい う問題 は生 じな い。

[0067] < 第 3 実 施 形 態 >

上 述 した 第 1 実 施 形 態 及 び 第 2 実 施 形 態 と異 な る点 につ い て説 明 し、 第 1

実 施 形 態 及 び 第 2 実 施 形 態 と同 一 の 点 につ い て は説 明 を省 略 す る。

[0068] 第 3 実 施 形 態 に お い て は、 映像 表 示 装 置 1 が本 発 明 の 更 に他 の側 面 に係 る

映像 表 示 装 置 の 一例 とな って い る。 また、 第 3 実 施 形 態 に お い て は、 T V リ

モ 一 卜コ ン トロ ー ル 送 信 機 2 9 が 一般 的 な T V リモ ー トコ ン トロ ー ル 送 信 機

(例 え ば、 図 7 や 図 8 に示 す T V リモ ー トコ ン トロ ー ル 送 信 機 2 9 か ら下部

領 域 L R に設 け られ て い る キ 一 を取 り除 い た もの ） で あ る。 また、 第 3 実 施

形 態 に お い て は 、 App Le TV 2 の リモ 一 卜コ ン トロ ー ル 送 信 機 追 加機 能 を用 い

な い。

[0069] 映像 表 示 装 置 1 の シ ス テ ム コ ン トロ ー ラ 2 5 は 、 T V リモ ー トコ ン ト口 一

ル 送 信 機 2 9 の 「上 」 キ 一、 「下 」 キ 一、 「右 」 キ 一、 「左 」 キ 一、 「ENTER

」 キ 一、 お よび 「メニ ュー （MENU) 」 キ 一 それ ぞれ に対 応 す る各 リモ 一 トコ

ン トロ一ル コ一 ドの い ず れ か を リモ 一 トコ ン トロ一ル 受 光 器 2 4 か ら受 け取

る と、 「入 力 対 象 」 が 「H D M I 3 」 で あ る場 合 に は、 リモ ー トコ ン ト口一

ル 受 光 器 2 4 か ら受 け取 った リモ ー トコ ン トロ一ル コ一 ドに応 じた動 作 命 令

を C E C コマ ン ドに よ って App Le TV 2 に対 して行 い、 「入 力 対 象 」 が 「H D

M I 3 」 以 外 で あ る場 合 に は、 リモ ー トコ ン トロ ー ル 受 光 器 2 4 か ら受 け取

つた リモ ー トコ ン トロ ー ル コー ドに応 じた動 作 を実 行 す る。 した が って、 本

実 施 形 態 に お い て は、 App Le TV 2 が、 リモ ー トコ ン トロ ー ル 受 光 器 2 4 か ら

受 け取 った リモ ー トコ ン トロ 一 ル コ 一 ドに 応 じた動 作 命 令 を示 す C E C コ マ

ン ドに対 応 で きる仕 様 で な けれ ば な らな い。

[0070] 本 実 施 形 態 で は、 App Le TV 2 の リモ 一 卜コ ン トロ ー ル 送 信 機 追 加機 能 を用

い ず に T V リモ ー トコ ン トロール 送 信 機 2 9 に よ る App Le TV 2 の遠 隔操 作 を

行 うの で、 ユ ー ザ 一 が T V リモ ー トコ ン トロール 送 信 機 2 9 の キ 一 を操 作 し

た と きに、 App Le TV 2 と映像 表 示 装 置 1 の両 方 が 同 時 に動 作 して しまい、 ュ

— ザ 一 が意 図 した動 作 だ けで な くユ ー ザ ー が意 図 して い な い動 作 も実 行 され



てしまうという問題は生じない。

[0071 ] < その他>

なお、上述 した各実施形態では、映像表示装置を遠隔操作するためのリモ

— 卜コント口一ル送信機によつて遠隔操作することができる特定の外部機器

をApp Le TVとしたが、App Le TV以外の機器 （例えば、セット' トップ . ボ

ックスなど）であってもよい。

[0072] また、上述 した各実施形態では、映像表示装置を遠隔操作するためのリモ

— 卜コント口一ル送信機によつて遠隔操作することができる特定の外部機器

を、映像表示装置の揷入部に挿入することで、特定の外部機器と映像表示装

置とを接続 したが、特定の外部機器と映像表示装置とをケーブル等を介 して

接続 してもよい。

[0073] また、上述 した各実施形態では、映像表示装置を遠隔操作するためのリモ

— 卜コント口一ル送信機によつて遠隔操作することができる特定の外部機器

からH D M I を介 して映像表示装置へ映像ス 卜リ一厶が伝送されたが、特定

の外部機器からH D M I 以外のインタ一フエ一スを介 して映像表示装置へ映

像ス トリームが伝送されてもよい。また、上述 した第 3 実施形態では、映像

表示装置がC E C コマンドによって特定の外部機器を制御 したが、映像表示

装置がC E C コマンド以外の方式で特定の外部機器を制御 してもよい。

符号の説明
[0074] 映像表示装置

2 App Le TV

チューナ/ デスクランプラ

1 2 D E M U X 回路

3 A V デコーダ

1 4 信号処理回路

1 5 入力切替回路

6 映像処理回路



複 合 回 路

映 像 出 力 回 路

デ ィ ス プ レ イ

音 声 処 理 回 路

音 声 出 力 回 路

ス ピ 一 力

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ル 受 光 器

シ ス テ ム コ ン ト 口 一 ラ

メ モ リ

O S D 表 示 回 路

ィ ン タ 一 ネ ッ 卜処 理 回 路

リ モ ー トコ ン ト ロ ー ル 送 信 機 （T V リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ル 送 信

A 操 作 キ ー 群

B C P U

C 送 信 部

ィ ン タ 一 ネ ッ 卜

メ イ ン C P U

サ ブ C P U

無 線 通 信 部

イ ー サ ネ ッ ト通 信 部

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ル 受 光 器

映 像 音 声 処 理 回 路

リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ル 送 信 機 （App Le Remote)

操 作 部

2 端 子 部

3 表 示 画 面

4 受 光 面



0 5 電源 ランプ

0 6 揷入部

1 0 7 H D M I 端子

1 0 8 A C 電源供給端子

2 0 1 H D M I ポ一 卜

2 0 2 A C 電源ポ一 卜

2 0 3 ィ一サネ ッ 卜ポ一 卜

2 0 4 光デジタル音声ポ一 卜



請求の範囲

映像表示装置 を遠隔操作するための リモ 一 卜コ ン トロール 送信機 で

あ って、

少な くとも一つの所定のキー と、遠隔操作切替キー とを含む複数の

操作キーを備 え、

前記遠隔操作切替キーは、前記少な くとも一つの所定のキーに関 し

て前記映像表示装置の遠隔操作 と前記前記映像表示装置の外部入力端

子に映像 ス 卜リ一厶を供給することがで きる特定の外部機器の遠隔操

作 を切 り替えるための操作キ一であることを特徴 とする リモー トコン

トロ一ル送信機。

前記遠隔操作切替キーが操作 された直後の 1 回の前記少な くとも一

つの所定のキーに対する操作のみ前記特定の外部機器の遠隔操作 にな

る請求項 1 に記載の リモ一 トコン トロ一ル送信機。

前記遠隔操作切替キーが操作 される毎 に、前記少な くとも一つの所

定のキーに関 して前記映像表示装置の遠隔操作 と前記特定の外部機器

の遠隔操作 とが交互 に切 り替わる請求項 1 に記載の リモー トコン ト口

ール送信機。

映像表示装置 を遠隔操作するための リモ 一 卜コ ン トロール 送信機 で

あ って、

少な くとも一つの外部機器用キ一を含む複数の操作キーを備 え、

前記少な くとも一つの外部機器用キーは、前記前記映像表示装置の

外部入力端子に映像 ス 卜リ一厶を供給することがで きる外部機器のみ

を遠隔操作するための操作キ一であることを特徴 とする リモー トコン

トロ一ル送信機。

特定の外部機器が出力する映像 ス 卜リ一厶を入力するための入力端

子 と、

受信部 と、

制御部 とを備 え、



「入力対象」の選択肢 と して、前記入力端子に対応する選択肢 を含

む複数の選択肢 を有する映像表示装置であ って、

前記受信部 は、前記映像表示装置 を遠隔操作するための リモー トコ

ン トロール送信機 か ら送信 される リモ ー トコ ン トロール 信号 を受信 し

て前記 リモ 一 トコ ン トロール 信号 に基づ くリモ ー トコ ン トロ一ル コ一

ドを含む信号 を制御部 に伝送 し、

前記制御部 は、前記 リモー トコン トロール送信機 に設 け られている

少な くとも一つの所定のキ一それぞれに対応する各 リモ一 卜コン ト口

—ル コー ドのいずれかを前記受信部か ら受け取 ると、前記 「入力対象

」を前記入力端子に対応する選択肢 に設定 している場合 には、前記受

信部受け取 った リモ 一 卜コ ン ト口一ル コ一 ドに応 じた動作命令 を前記

特定の外部機器 に対 して行い、前記 「入力対象」を前記入力端子に対

応する選択肢 に設定 していない場合 には、前記受信部か ら受け取 った

リモー トコン トロール コ一 ドに応 じた動作 を実行することを特徴 とす

る映像表示装置。
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